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出所: 同社決算発表資料よりSIR作成
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(1) FY19/3期～FY23/3期のEPSは潜在株式調整後、予想EPSは期中平均株式数で算出

1Q Flash今期より「プラットフォーム事業」のセグメン
トが開示される

決算サマリー

タカミヤ(以下、同社)は8月6日の引け後に2025/3期1Qの決算を発表した。売上
高97億45百万円(前年同期比1.5%減)、営業利益262百万円(同35.8%減)、経常利益
344百万円(同44.1%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益(以下、当期純利
益)195百万円(同53.2%減)。通期業績予想は期初予想から変更はない。今期より、
同社グループの方向性や戦略を正確に投資家からの理解をもらえるため、セグメ
ントを従来の販売事業、レンタル事業、海外事業に加えて「プラットフォーム事
業」を新規設定し、4セクメ゙ントて開゙示している。

事業別概要

プラットフォーム事業は、ユーザーから「タカミヤプラットフォーム」への関心
は高く、新規調達、追加購入案件の引き合いは堅調に推移した。Iqシステムの運用
マネジメントサーヒズ「OPE-MANE」のユーサー゙アカウント数も前年同期比で増
加した。アカウント数、受託機材量増加に伴い、追加部材の納入などの付属サー
ビス売上も増加した。 これらの結果、売上高966百万円(同192.7%増)、営業利益
110百万円(前年同期は営業損失40百万円)となった。販売事業は、仮設部門におい
て、国内建設需要は堅調てあ゙るものの、人材不足等による工事延期や、金融引き
締め等による景気後退懸念等を懸念し、購入時期の見直し等かあ゙った。この結
果、売上高18億59百万円(同33.7%減)、営業利益74百万円(同76.6%減)となった。 
レンタル事業は、建築・土木分野ともに需要は依然として高く、建設用仮設機材の
貸出量は堅調に推移した。フラ゚ットフォーム事業の主力サービスてあ゙る「OPE-
MANE」のユーザー数か前゙年同期比て増゙加したことで、 一部レンタル事業の売上
は減少した。また、前期末に連結した労務会社てあ゙る(株)エコ・トライを今期は期
初より連結対象としている。 これらの結果、売上高62億80百万円(同2.8%増)、営
業利益575百万円(同11.5%減)となった。 海外事業は、ホリーヘドナム(ヘドナ
ム)、ホリーコリア(韓国) ともに建設用仮設機材の日本向け出荷は計画通り推移し
た。 海外営業部門のあるホリーコリアてば、販売、レンタルともに前期対比て売゙
上が減少した。 DIMENSION-ALL INC.(フィリヒン゚)てば、大型フロ゚シェ゙クトの計
画見直しなどによる工期変更の影響で、 依然として厳しい状況か続゙いた。 これら
の結果、売上高18億55百万円(同1.7%増)、営業利益140百万円(同248.0%増)と
なった。 SIRでは今後取材後にフォローアップレポートを発行する予定。
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ディスクレーマー／免責事項

本レポートは対象企業についての情報を提供することを目的としており投資の勧誘

や推奨を意図したものではありません。本レポートに掲載されたデータ・情報は弊

社が信頼できると判断したものですが、その信憑性、正確性等について一切保証す

るものではありません。

本レポートは当該企業からの委託に基づきSESSAパートナーズが作成し、対価とし

て報酬を得ています。SESSAパートナーズの役員・従業員は当該企業の発行する有

価証券について売買等の取引を行っているか、または将来行う可能性があります。

そのため当レポートに記載された予想や分析は客観性を伴わないことがあります。

本レポートの使用に基づいた商取引からの損失についてSESSAパートナーズは一切

の責任を負いません。当レポートの著作権はSESSAパートナーズに帰属します。当

レポートを修正・加工したり複製物の配布・転送は著作権の侵害に該当し固く禁じ

られています。
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